＜課題解決型高度医療人材養成プログラム＞

平成30年　　月　　日
課題解決型高度医療人材養成プログラム
連携大学歯学部長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山大学歯学部長　
      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅海　　淳一
平成30年度「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」に係る
　　　　　　　　　授業科目の履修者募集について（通知）
　このことについて，別紙のとおり「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」に係る授業科目「高度医療支援・周術期口腔機能管理実習」を開講します。
　つきましては，貴学部において履修希望者がありましたら，下記の提出書類を添えて，平成30年6月1日（金）までに，申込先まで送付願います。
　なお，受講の可否については，所属大学学部長あて通知します。
　また，本科目履修者については，別紙のとおり取り扱いますので，あらかじめご了承願います。
記
　　【提出書類】
　　　　１．所属大学学部長の推薦書　（様式１）
　　　　２．履修願　（様式２）
　　　　３．学生教育研究災害傷害保険加入済証明書　（様式任意）
　　　　４．小児ウイルス疾患，結核，Ｂ型肝炎等に係る感染対策証明書　（別紙1）
【申 込 先】
　　　　〒700-8525  岡山市北区鹿田町2−5−1
        岡山大学　医療教育センター　歯科教育研究部門　
        事務補佐員　岡田純幸　宛 
以　上
「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」に係る授業科目の履修案内
	開講大学
	 岡山大学

	授業科目名
	（日本語）　高度医療支援・周術期口腔機能管理実習
（英語）　Clinical Dental Training in Hospital Dentistry 

	担当教員
	曽我賢彦，山中玲子，前田あずさ，矢尾真弓，杉本恭子

	電話番号
	086-235-6588

	E-mail
	k-sugi@md.okayama-u.ac.jp（杉本恭子）

	授業形式
	実習，レポート及び修了試験

	単位数
	0.5単位（15時間）

	募集人数
	各クール最大2名

	受講資格
	連携大学在籍の歯学生（6年次，CBT及びOSCEを合格している5年次）

	開設時期
	平成30年8月6日（月）～8月10日（金）
平成30年9月3日（月）～9月7日（金）
平成30年9月10日（月）～9月14日（金）

	開講場所
	岡山大学病院

	授業目標
	一般目標：チーム医療の一員としての歯科医師の役割を理解し，歯科的専門性を発揮するための知識・手技を身に付ける．チーム医療を形成する各職種の役割および多職種連携についての知識を身に付ける．
行動目標：
· チーム医療における歯科医師の役割について理解し，説明出来る．
· チーム医療を形成する職種を列挙でき，それぞれの役割について説明出来る．
· 周術期管理センター，腫瘍センターなどの現場同行実習を通じて，各職種が歯科医師に求める役割を知る．
· 医療支援歯科治療部での診療介助を通じて，有病者歯科治療の実際を学ぶ．

	授業内容・
計画等
	1.医療支援歯科治療部及びそれが関連する病院施設等（周術期管理センター，腫瘍センター（外来化学療法室），Bio Clean Room【BCR】（造血細胞移植を主目的とする病室）,Intensive Care Unit【ICU】，緩和ケアチーム）において周術期口腔管理実習を行う．

2.実習終了後，レポートを課す．レポートは，参考文献，引用文献を明記し，実習終了後，1週間以内（消印有効）に提出する．

3.実習終了後，修了試験を課す．題材は，実習の際に見学した周術期口腔管理のために受診した患者のうち一症例とする．題材の対象は，学生実習参加について，同意が得られている患者とする．原疾患や患者背景を考慮して周術期口腔機能管理計画を策定し，説明する． 

	成績評価
	実習態度，レポート及び修了試験を総合的に評価する．

	参考書等
	Oral Complications of Cancer and its Management 日本語版対訳参考書

	履修上の注意
	· 費用：参加学生が所属する大学負担または自己負担
· 保険：学生教育研究災害傷害保険加入済証明書の提出を申込時に要する．
· ワクチン接種：ワクチン接種の負担は各大学規程に沿う．小児ウイルス疾患，結核，Ｂ型肝炎等に係る感染対策証明書の提出（様式3）を申込時に要する．
· 集合日時：原則として，各クール月曜日の8時30分
· 集合場所：医療支援歯科治療部診療室（事前に体温計測のこと）
· 各自持参するもの：白衣，筆記用具
· やむを得ない欠席・遅刻の場合の通知方法：
医療支援歯科治療部医局（086-235-6558），診療室（086-235-6818）を通じ，本実習担当教員に連絡する．
· 連絡先（申込先）：
〒700-8525   岡山市北区鹿田町2−5−1
岡山大学　医療教育センター　歯科教育研究部門　
事務補佐員　岡田純幸　宛


＜別　紙＞
「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」における学生交流の取扱い

１　連携大学からの履修者に係る検定料，入学料及び授業料は，相互に徴収しないものとする。

２　連携大学からの履修者が教育研究の指導を受ける上で必要な施設・設備の利用については，便宜を供与するものとする。

３　連携大学からの履修者は，教育研究の指導を受ける場合の災害事故に係る対応として，交流先での活動に伴う災害事故が保険適応内である学生教育災害障害保険又はこれに準ずる保険に加入するものとする。

４　連携大学からの履修者が交流先で臨床実習に参加する場合，あらかじめ教育研究の指導を受ける上で必要な感染症抗体の確認，ワクチン接種を行うものとする。派遣先の実習で何らかの問題が生じた場合，両大学間で誠意を持って解決にあたるものとする。

５　履修希望者が定員を超過した場合の選考については，各科目開講大学に一任するものとする。

６　各科目開講大学の学部長は，教育研究指導終後，直ちに派遣大学の学部長あて成果報告を行うものとする。

７　このほか，実施に関し必要な事項は，双方の協議により定めることができるものとする。
